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【審査論文】
マタニティパンツの着用評価と型紙形状の関連
－ 腹部形状の異なる既製品の検討 －
田中あゆみ、塚本和子、丸田直美
The relationship between wearing test and patterns in maternity pants 
－ the study of ready-made clothes with different abdominal designs －
TANAKA Ayumi,  TSUKAMOTO Kazuko,  MARUTA Naomi 
要旨
　妊娠後期の就労女性の負担を軽減する快適なマタニティパンツを設計するために、既製品 4 点の着用評
価と型紙の形状比較を行った。妊娠後期を想定したマタニティボディを基準に、サイズを満たした既製品
4点の着用評価を調査対象者 6 名に実施した。また、既製品の型紙をラブオフ法でトレースし、型紙を重
合し比較を行った。調査対象者の妊婦は、日頃から妊娠中の腹部に対する圧迫感や支えを意識した服の組
み合わせを選んでいる傾向があり、着用評価についても腹部の圧迫に関する回答が特に多かった。着用評
価では、しゃがむ、座るといった動作がしやすいこと、着脱が容易であること、腹部に安定感を感じるこ
とが評価を高めていた。評価の高かったものと低かったものの型紙を比較すると腹部切替線の位置と股ぐ
りの形状が腹部の圧迫感に影響していることが考えられた。着用評価を高めるには、前股上の長さを短く
設定すること、もしくは前股ぐりのわたり幅に十分なゆとりをもたせること、そして股ぐりの底もしくは
クロッチライン付近で十分なわたり幅を確保することの 3 点を考慮する必要性が考えられた。
キーワード： マタニティパンツ（maternity pants）、妊娠後期（late pregnancy）、着用評価（wearing 
test）、型紙（pattern）、形状比較（shape comparison）
 
１　はじめに
妊娠後期の就労の負担を軽減する快適なマタニティパンツを設計するため、前報1では、マタニティウェ
アの市場調査とマタニティボディへの着用前と着用後の寸法変化について調査し、寸法変化の結果から着
用時に予想される改善点を報告した。本研究では、既製品 4 点の着用評価と型紙の形状比較を行い、着用
評価と型紙の形状の関連性について分析した。既製品 4 点の着用評価は、和洋女子大学人を対象とする研
究倫理委員会の承認を得ている。
これまでの先行研究で、今福ら2によるウエストゴム芯を無くしシルエットを改善したマタニティパン
ツの試作、松尾ら3によるマタニティ用スーツの開発、辻ら4による脇ファスナーつきマタニティパンツの
設計が行われ、腹部の付属品による機能性とシルエットやデザイン面の改善について報告されている。今
福らと辻らは腹部をリブニットで切り替えたデザイン、松尾らの開発したパンツは腹部をマリン・パンツ
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風のデザインを採用していた。現在、多くのブランドで採用されているマタニティパンツのデザインは、
腹部をニットで切り替えたものである。妊婦からは、動きによって腹部の切替線が見えてしまうことの不
満の声がある。着用評価と型紙形状の関連性から、快適なマタニティパンツの設計について検討したい。
２　方法
2-1　着用評価
妊娠後期を想定したバスト93.5㎝腹囲94㎝ヒップ92㎝のマタニティボディを基準とし、そのサイズを
満たした既製品 4 点を準備した。既製品 4 点は腹部のデザインの異なるストレートパンツを 4 ブランドか
ら各 1 点選んだ（図 1 ）。各パンツの腹部形状は、図 2 に示す。使用した既製品4点は、前報1で使用した
ものと同じものである（表1）。着用評価については、同意の得られた調査対象者6名に既製品4点と質問
紙を被験者の自宅へ郵送し、1点につき4 ～ 5時間の着用と質問紙への回答後、郵送により回収した。（2018
年10月～ 2019年 3 月）質問紙の項目は、属性、パンツⅠ～Ⅳの着心地のよさ、着脱のしやすさ、動きや
すさ、腹部に関する評価である。回答は該当するパンツの番号、理由については自由記述とした。調査対
象者は、20代～ 40代までの妊娠後期の女性 6 名である。調査№1 ～ 4は就労女性で№1、№4は産休中、
№5 ～ 6は就学女性で№6は休学中である。調査対象者の身体的特徴を表 2 に示す。
　　　　　図1　着用評価に使用した既製品4点　　　　　　　　　図2　パンツⅠ～Ⅳの腹部形状　　
表1　パンツのサイズ、組織、特徴
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パンツⅡ パンツⅠ 
パンツⅣ パンツⅢ 
パンツ サイズ 組織 特徴
Ⅰ
マタニティ用M
（ウエスト70～104㎝、
ヒップ91～101㎝）
リブ：綿95％、ポリウレタン5％
デニム：綿87％、ポリエステル9％、ポリウレタン4％
前あき、ベルトループなし。ウエスト後ろのみ
アジャスターゴムあり。
Ⅱ
マタニティM
（腹囲81～102㎝、
ヒップ87～101㎝）
リブ：レーヨン64％、ナイロン31％、ポリウレタン5％
デニム：綿72％、ポリエステル27％、ポリウレタン1％
前あきなし。前ポケット、後ろベルトループ、
ウエストにアジャスターゴムあり。
Ⅲ
マタニティ用11号
（腹囲84～108㎝、
ヒップ92～102㎝）
リブ：綿95％、ポリウレタン5％
チノ：綿97％、ポリウレタン3％
前あき、ベルトループなし。前ポケット、リ
ベット、18㎝の左脇ファスナー、前ウエスト
にアジャスターゴムあり。
Ⅳ
マタニティM
（ウエスト64～70㎝、
腹囲81～102㎝）
リブ：ポリエステル62％、綿33％、ポリウレタン5％
チノ：綿36％、ポリエステル36％、レーヨン25％、ポリウレタン3％
前あきなし。前ポケット、ベルトループ、金属
ボタン、前中心から左脇ウエストにアジャス
ターゴムあり。ウエストとリブに3.4㎝の重な
りあり。
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パンツⅡ パンツⅠ 
パンツⅣ パンツⅢ 
パンツ サイズ 組織 特徴
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表２　調査対象者
2-2　型紙の形状分析
型紙の形状比較については、既製品 4 点をラブオフ法によりトレースし、型紙を作成した。作成した型
紙のクロッチラインと中心線を重合し、型紙の特徴を比較した。計測した項目は、股上・股下の長さ、股
ぐりの長さ、脚部の周径、股ぐりのわたり幅である。着用評価と型紙の形状分析の結果から、その関連性
について検討した。
３　結果及び考察
3-1　着用評価結果
今回の妊娠中に購入したマタニティウェアのアイテムでは、パンツが 6 名中 5 名であり、購入点数も他
のアイテムに比べ多かった（表３）。パンツの購入がなかった№1の調査対象者は、 1 回目の妊娠中に購
入したマタニティパンツを着用していた。最近 1 か月の服装の組み合わせは、 6 名中 5 名がワンピースも
しくはワンピースとレギンス、丈の長いトップスとマタニティパンツを選んでおり、普段からマタニティ
パンツの着用が多いことがわかった。この組み合わせを選んだ理由として、妊娠中の腹部に対する圧迫感
や支えを意識したと回答した。アンケート回収の時期が2018年10月～ 2019年 3 月で季節や気候に差が
あったにもかかわらず、組み合わせや意識に共通性が見られた。
着心地がよかったパンツ、着心地が悪かったパンツとその理由についての結果を表4と表5に示す。着
心地がよかったパンツは、パンツⅢ（ 6 名）、パンツⅣ（ 5 名）だった。理由は、圧迫・締付け感が少な
い（4名）、ずり落ちない（ 2 名）、フィットした（ 2 名）だった。着心地が悪かったパンツは、パンツⅠ
（ 5 名）、パンツⅡ（ 3 名）だった。理由は、圧迫が強い（ 3 名）、ずり落ちる（ 3 名）だった。
表 3 　妊娠中購入したマタニティウェア
（単位：点）
調査№ 年齢 妊娠回数 妊娠週 身長（cm） 体重（kg） 腹囲（cm） 子宮底長（cm）
1 32 2 37 163 67.5 92 32
2 30 1 31 154 62 95(自測) 不明
3 40 1 29 163 48.8 78 25
4 31 1 36 164 58 93(自測) 不明
5 22 1 36 149 60.1 95 32
6 22 1 38 162 57 97 33
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№ 年齢 妊娠回数 妊娠週 身長 体重 腹囲 子宮底長
1 32 2 37 163 67.5 92 32
2 30 1 31 154 62 95(自測) 不明
3 40 1 29 163 48.8 78 25
4 31 1 36 164 58 93(自測) 不明
5 22 1 36 149 60.1 95 32
6 22 1 38 162 57 97 33
№ シャツ、ブラウス スカート パンツ ワンピース サロペット
1 2 0 0 1 0
2 0 0 6 4 0
3 3 2 4 0 1
4 0 0 2 1 0
5 0 0 1 0 0
6 0 1 3 0 0
表2 調査対象者 
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表４　着心地がよかったパンツとその理由
表５　着心地が悪かったパンツとその理由
着脱に関する評価を表 6 に示す。着脱が楽と感じたパンツはパンツⅣ（ 4 名）、パンツⅢ（ 2 名）だった。
着脱が難しいと感じたパンツは、パンツⅠ（ 3 名）だった。
パンツⅠ～Ⅳの動きやすさの評価について表 7 ～ 10に示す。パンツⅠ、パンツⅡは、動きやすいと感
じた動作よりも動きにくいと感じた動作の記述が目立った（表 7 、表 8 ）。パンツⅢ、パンツⅣは、動き
にくいと感じた動作よりも動きやすいと感じた動作の記述が目立った（表 9 、表10）。パンツⅠは、立っ
た姿勢では動きやすさを感じたが、座る姿勢では動きにくさを感じていた。パンツⅡは、脚部のゆとりと
シルエットによる動きにくさの指摘があった。パンツⅢは、着脱、しゃがむ動作も立ち上がる動作も動き
やすいという評価があった。パンツⅣは、着脱時の動きやすさの評価が高かった。
腹部に関する評価を表11に示す。安定感を感じる評価はパンツⅢ（ 4 名）が多く、安定感を感じない
評価は、パンツⅠ（ 3 名）、パンツⅡ（ 3 名）だった。腹部の大きさや腹部の縫い目や付属品での不快感
を感じる評価では、パンツⅠ、パンツⅡが多かった。
以上をまとめると、パンツⅠは、生地の伸縮性が高く、脚部にフィットしたスキニーのデザインは評価
が高い妊婦もいた。しかし、腹部の圧迫感が強い点、着用中にずり落ちる点、着脱の難しさ、腹部への安
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№ パンツ
1 Ⅰ・Ⅳ
2 Ⅰ
6 Ⅱ
下腹部の圧迫が強く座っていることがキツかった。
少し歩くとパンツが落ちる
Ⅰは全体的に大きいので、ゴムをきつくしないとずり落ちてくる
Ⅰ・Ⅱ
Ⅱは、お腹のトップ一番出ている所にクロスの締付感があり動く度に締付感を感じた。4 Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ・Ⅱもどちらも座っている時、お腹に締付感を感じた。
理由
Ⅰは、普段着ている服がLなのでM自体がややきつかった。恥骨周りに深めの跡がついた。
3 Ⅰは全体的に大きく、ゴムをきつくしても、お尻周辺が下がってくる
5
Ⅱは大きすぎる
お腹は包まれていても腹部に当たるだけの感じ、あせもができた
どの箇所もフィットする感じではなく、時間が経つと落ちてくる
着脱が他のものよりも大変だった
Ⅰ
少し圧迫感が強めで、脚もフィットせずぼてっとして見える
№ パンツ
1 Ⅲ
動きやすかったから
履いた時に見た目もすっきりで着脱しやすかった
伸縮性があって、公園を歩いてもつかれなかった
Ⅲは腰がゴムなので他のものと比べてフィットした感じがした
5
Ⅲ：お腹の圧迫も少なく脚にフィットしたから
Ⅳ：一番お腹が楽で肌触りも良い。だぼつかずフィットもしていてよかったから
4 Ⅲ・Ⅳ 締付け感があまりなく楽にはけたから
生地も伸びやすく、下腹部の圧迫が少なかった
Ⅲは少し大きいですが、はいていても圧迫が少ない、ずり落ちてこない
着ていてパンツが落ちない
Ⅳは少し大きいですが、ウエストの圧迫がない、ただ少しずり落ちてくる
理由
腹部が支えられる2
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
3 Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
6 Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ
Ⅰ：普段から着用しているパンツと同じで脚の部分がフィットしてスキニーのように着られるから
表4 の理由 
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表5 の理由 
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着脱に関する評価を表6に示す。着脱が楽と感じたパンツはパンツⅣ（4名）、パンツⅢ（2名）だった。
が難しいと感じたパンツは、パンツⅠ（3名）だった。 
パンツⅠ～Ⅳの動きやすさの評価について表7～10に示す。パンツⅠ、パンツⅡは、動きやすいと感じ
た動作よりも動きにくいと感じた動作の記述が目立った（表7、表8）。パンツⅢ、パンツⅣは、動きにく
いと感じた動作よりも動きやすいと感じた動作の記述が目立った（表 9、表 10）。パンツⅠは、立った姿30 
勢では動きやすさを感じたが、座る姿勢では動きにくさを感じていた。パンツⅡは、脚部のゆとりとシル
エットによる動きにくさの指摘があった。パンツⅢは、着脱、しゃがむ動作も立ち上がる動作も動きやす
いという評価があった。パンツⅣは、着脱時の動きやすさの評価が高かった。 
腹部に関する評価を表11に示す。安定感を感じる評価はパンツⅢ（4名）が多く、安定感を感じない評
価は、パンツⅠ（3名）、パンツⅡ（3名）だった。腹部の大きさや腹部の縫い目や付属品での不快 を感35 
じる評価では、パンツⅠ が多かった。 
以上をまとめると、パンツⅠは、生地の伸縮性が高く、脚部にフィットしたスキニーのデザインは評価
が高い妊婦もいた。しかし、腹部の圧迫感が強い点、着用中にずり落ちる点、着脱の難しさ、腹部への安
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
タイトル／要旨／キーワード／本文(図表、写真、文献一覧等を含む)全 12枚以内 
4 
 
№ パンツ
1 Ⅰ・Ⅳ
2 Ⅰ
6 Ⅱ
下腹部の圧迫が強く座っていることがキツかった。
少し歩くとパンツが落ちる
Ⅰは全体的に大きいので、ゴムをきつくしないとずり落ちてくる
Ⅰ・Ⅱ
Ⅱは、お腹のトップ一番出ている所にクロスの締付け感があり動く度に締付け感を感じた。4 Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ・Ⅱもどちらも座っている時、お腹に締付け感を感じた。
理由
Ⅰは、普段着ている服がLなのでM自体がややきつかった。恥骨周りに深めの跡がついた。
3 Ⅰは全体的に大きく、ゴムをきつくしても、お尻周辺が下がってくる
5
Ⅱは大きすぎる
お腹は包まれていても腹部に当たるだけの感じ、あせもができた
どの箇所もフィットする感じではなく、時間が経つと落ちてくる
着脱が他のものよりも大変だった
Ⅰ
少し圧迫感が強めで、脚もフィットせずぼてっとして見える
№ パンツ
1 Ⅲ
動きやすかったから
履いた時に見た目もすっきりで着脱しやすかった
伸縮性があって、公園を歩いてもつかれなかった
Ⅲは腰がゴムなので他のものと比べてフィットした感じがした
5
Ⅲ：お腹の圧迫も少なく脚にフィットしたから
Ⅳ：一番お腹が楽で肌触りも良い。だぼつかずフィットもしていてよかったから
4 Ⅲ・Ⅳ
締付け感があまりなく楽にはけたから
生地も伸びやすく、下腹部の圧迫が少なかった
Ⅲは少し大きいですが、はいていても圧迫が少ない、ずり落ちてこない
着ていてパンツが落ちない
Ⅳは少し大きいですが、ウエストの圧迫がない、ただ少しずり落ちてくる
理由
腹部が支えられる
2 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
3 Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
6 Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ
Ⅰ：普段から着用しているパンツと同じで脚の部分がフィットしてスキニーのように着られるから
表4 着心地がよかったパンツとその理由 
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表5 その理由 
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着脱に関する評価を表6に示す。着脱が楽と感じたパンツはパンツⅣ（4名）、パンツⅢ（2名）だった。
が難しいと感じたパンツは、パンツⅠ（3名）だった。 
パンツⅠ～Ⅳの動きやすさの評価について表7～10に示す。パンツⅠ、パンツⅡは、動きやすいと感じ
た動作よりも動きにくいと感じた動作の記述が目立った（表7、表8）。パンツⅢ、パンツⅣは、動きにく
いと感じた動作よりも動きやすいと感じた動作の記述が目立った（表 9、表 10）。パンツⅠは、立った姿30 
勢では動きやすさを感じたが、座る姿勢では動きにくさを感じていた。パンツⅡは、脚部のゆとりとシル
エットによる動きにくさの指摘があった。パンツⅢは、着脱、しゃがむ動作も立ち上がる動作も動きやす
いという評価があった。パンツⅣは、着脱時の動きやすさの評価が高かった。 
腹部に関する評価を表11に示す。安定感を感じる評価はパンツⅢ（4名）が多く、安定感を感じない評
価は、パンツⅠ（3名）、パンツⅡ（3名）だった。腹部の大きさや腹部の縫い目や付属品での不快 を感35 
じる評価では、パンツⅠ が多かった。 
以上をまとめると、パンツⅠは、生地の伸縮性が高く、脚部にフィットしたスキニーのデザインは評価
が高い妊婦もいた。しかし、腹部の圧迫感が強い点、着用中にずり落ちる点、着脱の難しさ、腹部への安
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定感の無さや腹部周りの付属品の不快感についての指摘が多かった。パンツⅡは、腹部が三重になってお
り、安定感を感じるという意見もあったが、腹部のクロス部分の締付け感が強い点、生地の伸縮性は少な
くゆとりのあるシルエットだが動きにくい点や見た目について指摘があった。パンツⅢは、腹部の圧迫感
が少なく腹部が安定しているという点で評価が一番高かった。着脱のしやすさやずり落ちが少ない点も評
価が高かった。しかし、脇ファスナーがあるためゴムの調整位置が限られ、調整位置について指摘があっ
た。パンツⅣは、腹部の圧迫感が少ない点、着脱のしやすさで評価が高かった。腹部のベルト位置が下腹
部付近にあるためデザインについての指摘が多かったが、着用時の指摘は少なかった。
調査対象者の身体的特徴には差があったが、着用評価はパンツⅢ、Ⅳの評価が高く、パンツⅠ、Ⅱの評
価が低いという傾向が見られた。パンツⅢとⅣは、腹部への圧迫が少なく、しゃがんだり、立ち上がった
りする動作にも対応しており、共通した評価も見られた。評価に差があったのは、着脱のしやすさについ
てパンツⅣが4名と評価が一番高く、腹部の安定感についてパンツⅢが5名と評価が一番高かった点であ
る。腹部の安定感を感じられることが着心地がよいと評価の高まる項目であることが予想された。一方で、
パンツⅠはしゃがむ姿勢や座る姿勢で腹部に圧迫を感じ、パンツⅡはクロスした腹部に圧迫感を感じたこ
とで評価が低くなっていた。
調査対象者No.4は、体型がサイズの範囲内であってもきついと感じており、ウエストと腹囲以外にも
ゆとりが必要な場合があることを示した。調査対象者No.4 ～ 6はパンツⅠ、Ⅱの腹部の縫い目やアジャ
スターゴムについて不快感を挙げていた。No.4の腹囲は自測で93㎝であるが、No.5、6は、95㎝、97㎝
であり、腹囲が大きくなるにつれ内側の付属品の付け位置を考慮する必要性が考えられた。
表６　着脱に関する評価
表７　パンツⅠの評価について
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1  
タイトル�要���ー�ー����(�表、��、��一��を�む)全 12 �以内 
5 
 
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 特になし 座る、しゃがむ
2 着脱時 歩行
3 特にない 歩く、座る、立つなどの動作でパンツが下がってくる
4
歩くとき、立っている時、少し締められることでベル
ト代わりになった。生地の伸縮性はありキツくても動
ける。
座っている時、下腹部の圧迫があった
5 長時間座っていても苦ではなかった 長いので着脱が大変だった
6 立ったままの動作、買い物など 長時間の座っている姿勢、お腹が苦しい
№ もっとも着脱が楽に感じたパンツ もっとも着脱が難しいと感じたパンツ
1 Ⅰ Ⅱ
2 Ⅳ 特になし
3 Ⅳ Ⅲ
4 Ⅲ・Ⅳ Ⅰ
5 Ⅱ・Ⅲ Ⅰ
6 Ⅳ Ⅰ
定感の無さや ての指摘が多かった。パンツⅡは、腹部が三重になってお
り、安定感を 部のクロス部分の締付け感が強い点、生地の伸縮性は少な
くゆとりのあ 見た目について指摘があった。パンツⅢは、腹部の圧迫感
が少なく腹部 一番高かった。着脱のしやすさやずり落ちが少ない点も評
価が高かった めゴムの調整位置が限られ、調整位置について指摘があっ5 
た。パンツⅣ 脱のしやすさで評価が高かった。腹部のベルト位置が下腹
部付近にある かったが、着用時の指摘は少なかった。 
調査対象者 着用評価はパンツⅢ、Ⅳの評価が高く、パンツⅠ、Ⅱの評
価が低いとい は、腹部への圧迫が少なく、しゃがんだり、立ち上がった
りする動作に 見られた。評価に差があったのは、着脱のしやすさについ10 
てパンツ 4名と評価 定感についてパンツⅢが5名と評価が一番高かった点であ
る 定感を感じられることが着心地がよいと評価の高まる項目であることが予想された。一方で、
パンツⅠはし 迫を感じ、パンツⅡはクロスした腹部に圧迫感を感じたこ
とで評価が低  
調査対象 No.4 は、体型がサイズの範 と感じており、ウエストと腹囲以外にも15 
ゆとりが 示した。調査対象者No.4～6はパンツⅠ、Ⅱの腹部の縫い目やアジャス
ターゴムについて不快感を挙げていた。No.4の腹囲は自測で93㎝であるが、No.5、6は、95㎝、97㎝で
あり、腹囲が大きくなるにつれ内側の付属品の付け位置を考慮する必要性が考えられた。 
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紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
タイトル�要���ー�ー����(�表、��、��一��を�む)全 12 �以内 
5 
 
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 特になし 座る、しゃがむ
2 着脱時 歩行
3 特にない 歩く、座る、立つなどの動作でパンツが下がってくる
4
歩くとき、立っている時、少し締められることでベル
ト代わりになった。生地の伸縮性はありキツくても動
ける。
座っている時、下腹部の圧迫があった
5 長時間座っていても苦ではなかった 長いので着脱が大変だった
6 立ったままの動作、買い物など 長時間の座っている姿勢、お腹が苦しい
№ もっとも着脱が楽に感じたパンツ もっとも着脱が難しいと感じたパンツ
1 Ⅰ Ⅱ
2 Ⅳ 特になし
3 Ⅳ Ⅲ
4 Ⅲ・Ⅳ Ⅰ
5 Ⅱ・Ⅲ Ⅰ
6 Ⅳ Ⅰ
定感の無さや腹部周りの付属品の不快感 ツⅡは、腹部が三重になってお
り、安定感を感じるという意見もあった が強い点、生地の伸縮性は少な
くゆとりのあるシルエットだが動きにく た。パンツⅢは、腹部の圧迫感
が少なく腹部が安定しているという点で すさやずり落ちが少ない点も評
価が高かった。しかし、脇ファスナーが 、調整位置について指摘があっ5 
た。パンツⅣは、腹部の圧迫感が少ない った。腹部のベルト位置が下腹
部付近にあるためデザインについての指 少なかった。 
調査対象者の身体的特徴には差があっ 評価が高く、パンツⅠ、Ⅱの評
価が低いという傾向が見られた。パンツ 、しゃがんだり、立ち上がった
りする動作にも対応しており、共通した たのは、着脱のしやすさについ10 
てパンツⅣが4名と評価が一番高く、腹部 Ⅲが5 が一番高かった点であ
る腹 心地がよいと評価の高まる項目であることが予想された。一方で、
パンツⅠはしゃがむ姿勢や座る姿勢で腹 スした腹部に圧迫感を感じたこ
とで評価が低くなっていた。 
調査対象者 No.4 は、体型がサイズの範囲内であってもき ストと腹囲以外にも15 
ゆとりが必要な場合があるこ o.4～6はパンツⅠ、Ⅱの腹部の縫い目やアジャス
不快感を挙げていた。No.4の腹囲は自測で93㎝であるが、No.5、6は、95㎝、97㎝で
つれ内側の付属品の付け位置を考慮する必要性が考えられた。 
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表８　パンツⅡの評価について
表９　パンツⅢの評価について
表10　パンツⅣの評価について
表11　腹部に関する評価
3-2　型紙の形状比較結果
パンツⅠ～Ⅳを構成しているパーツ数を比較した（表12）。前後パンツ、前後ポケットのパーツ数はパ
ンツⅠ～Ⅳで同数だった。腹部周りのパーツである前リブ、後ろリブ、後ろヨーク、ウエストベルト、ファ
スナーの合計は、パンツⅠが2、パンツⅡが9、パンツⅢが5、パンツⅣが7であった。腹部を構成するパー
ツの数に差が見られた。
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
��トル�要���ー�ー����(�表、��、�����を��)全 12 ��� 
6 
 
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 特になし 歩く(大腿部のつっぱり感が強かった)、着脱
2 着脱時 特になし
3 特にない 大きいので歩きにくい
4 ズボンの丈も長め、広がっているので少し動きにくいが、立っている時が一番楽。 座っている時、動くとき
5 歩いていても楽 生地がしっかりしている為、他のものよりも伸びないので床に座ると少し苦しいような気がした。
6 あまりない 脚がフィットせず基本的に動きにくい
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 しゃがみ 特になし
2 着脱時、立ち上がり、着座時 特になし
3 歩いたり、座ったり立ってもパンツがずり落ちてこなかったのがよかった ゴムの調整が右側にあるのがやりにくい
4 どの動作もあまり変わらない Mサイズは私にはキツめでしたが、特に不快に思うほどではなかった。お腹に多少あとはつきました。
5 トイレの着脱がスムーズだった 歩いていると落ちてくるので何度も上げ直した
6 少し長めの散歩や家事など 特になし
1
2
3
4
5
6 Ⅱ
Ⅰ
もっとも安定感を
感じた腹部№
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
腹部を覆う布地の縫い
目や縫い代で痛みや不
快を感じた
—
特になし
特になし
Ⅰ・Ⅱ
ウエストゴム、固定す
るボタンで痛みや不快
を感じた
—
特になし
Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ
もっとも安定感を
感じなかった腹部
Ⅰ
Ⅲ
腹部を覆う布地の大き
さと自身の腹部が合っ
ていない
—
Ⅰ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 特になし 座る、しゃがむ
2 着脱時、立ち上がり、着座時 特になし
3 トイレでの脱ぎ着が楽
ボタンが下にありすぎるので、ウエストのデザインがお
かしい。それを見えないように気にしなければならず、
腹帯で隠していたのは、めんどうだった。
4 どの動作もあまり変わらない Mサイズは私にはキツめでしたが、特に不快に思うほどではなかった。お腹に多少あとはつきました
5 短めなので、着脱が短時間でよかった 歩いていると落ちてくるので何度も上げ直した
6 どの生活シーンでも大丈夫だった 特になし
表8 パンツⅡの評価について 
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表9 パンツⅢの評価について 
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表10 パンツⅣの評価について 
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表11 腹部に関する評価 25 
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3-2型紙の形状比較結果 
 パンツⅠ～Ⅳを構成しているパーツ数を比較した（表 12）。前後パンツ、前後ポケットのパーツ数はパ35 
ンツⅠ～Ⅳで同数だった。腹部周りのパーツである前リブ、後ろリブ、後ろヨーク、ウエストベルト、フ
ァスナーの合計は、パンツⅠが2、パンツⅡが9、パンツⅢが5、パンツⅣが7であった。腹部を構成する
パーツの数に差が見られた。 
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紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
��トル�要���ー�ー����(�表、��、�����を��)全 12 ��� 
6 
 
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 特になし 歩く(大腿部のつっぱり感が強かった)、着脱
2 着脱時 特になし
3 特にない 大きいので歩きにくい
4 ズボンの丈も長め、広がっているので少し動きにくいが、立っている時が一番楽。 座っている時、動くとき
5 歩いていても楽 生地がしっかりしている為、他のものよりも伸びないので床に座ると少し苦しいような気がした。
6 あまりない 脚がフィットせず基本的に動きにくい
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 しゃがみ 特になし
2 着脱時、立ち上がり、着座時 特 なし
3 歩いたり、座ったり立ってもパンツがずり落ちてこなかったのがよかった ゴムの調整が右側にあるのがやりにくい
4 どの動作もあまり変わらない Mサイズは私にはキツめでしたが、特に不快に思うほどではなかった。お腹に多少あとはつきました。
5 トイレの着脱がスムーズだった 歩いていると落ちてくるので何度も上げ直した
6 少し長めの散歩や家事など 特になし
1
2
3
4
5
6 Ⅱ
Ⅰ
もっとも安定感を
感じた腹部№
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
腹部を覆う布地の縫い
目や縫い代で痛みや不
快を感じた
—
特になし
特になし
Ⅰ・Ⅱ
ウエストゴム、固定す
るボタンで痛みや不快
を感じた
—
特になし
Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ
もっとも安定感を
感じなかった腹部
Ⅰ
Ⅲ
腹部を覆う布地の大き
さと自身の腹部が合っ
ていない
—
Ⅰ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
№ 動きやすいと感じた動作 動きにくいと感じた動作
1 特になし 座る、しゃがむ
2 着脱時、立ち上がり、着座時 特になし
3 トイレでの脱ぎ着が楽
ボタンが下にありすぎるので、ウエストのデザインがお
かしい。それを見えないように気にしなければならず、
腹帯で隠していたのは、めんどうだった。
4 ど 動作もあまり変わらない Mサイズは私にはキツめでしたが、特に不快に思うほどではなかった。お腹に多少あとはつきました
5 短めなので、着脱が短時間でよかった 歩いていると落ちてくるので何度も上げ直した
6 どの生活シーンでも大丈夫だった 特になし
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5 
 
表9 パンツⅢの評価について 
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表10 パンツⅣの評価について 
20 
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3-2型紙の形状比較結果 
 パンツⅠ～Ⅳを構成しているパーツ数を比較した（表 12）。前後パンツ、前後ポケットのパーツ数はパ35 
ンツⅠ～Ⅳで同数だった。腹部周りのパーツである前リブ、後ろリブ、後ろヨーク、ウエストベルト、フ
ァスナーの合計は、パンツⅠが2、パンツⅡが9、パンツⅢが5、パンツⅣが7であった。腹部を構成する
パーツの数に差が見られた。 
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表13と表14のa ～ fは、図3のa ～ fの長さである。表13は、クロッチラインからの距離である。前股上、
後ろ股上ともに短いものはパンツⅡ、パンツⅣであった。股下は、パンツⅡが一番長く、パンツⅣは短かっ
た。股上（前）は、パンツⅠが13.7㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは3.9㎝の差があった。股上（後）
は、パンツⅢが19.7㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは6.1㎝の差があった。
パンツⅠ～Ⅳの股ぐりの長さを表14に示す。前後股ぐりの合計は、パンツⅣが一番短く、次いでパン
ツⅡが短かった。前股ぐりが一番長いのは、パンツⅠであった。後ろ股ぐりが一番長いのは、パンツⅢで
あった。パンツⅠ、パンツⅢは前後合わせると約38㎝だった。
表15にパンツⅠ～Ⅳの脚部の周径を示す。クロッチラインから裾に向けての距離ごとに周径を比較し
た。パンツⅠは、パンツⅡ～Ⅳと比較して、クロッチラインの周径が短かった。パンツⅢと比較すると、
前後差は大きくなかった。パンツⅡは、合計した周径は、パンツⅠ～Ⅳの中でどの点でもゆとりが多かった。
特にひざ下から裾にかけてのゆとりに特徴があった。パンツⅢは、パンツⅠと数値が近かったが、パンツ
Ⅰよりも前後の差が大きく開いていることが特徴であった。パンツⅣは、クロッチラインでゆとりを確保
しているが、クロッチラインから35㎝辺りからはパンツⅠと近い数値であり、脚部にフィットしていた。
表16にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりのわたり幅を示す。図4にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりの形状を示す。図4の縦
軸の目盛りは2㎝間隔であり、縦軸から左側が前側、右側が後ろ側である。パンツⅠは、前後の股ぐりの
クロッチラインからの距離が長く、特に前股ぐりは他のパンツより2㎝以上も長かった。クロッチライン
から8㎝点での前後わたり幅はパンツⅡ、Ⅲと差はほとんどなかった。パンツⅡは、クロッチラインから
6㎝点までは他と比べるとわたり幅が小さかった。パンツⅢは、クロッチラインより0.2㎝下から股ぐり
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
�イト��要���ー�ー����(図表、��、��一��を��)全 12 �以� 
7 
 
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
a:股上(前) 13.7 9.8 12.2 10
b:股上(後) 16.9 15.5 19.7 13.6
c:股下(前) 75.2 78.1 72 62
d:股下(後) 75.3 78.3 72.3 62
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
e:股ぐり(前) 15.7 11.7 12.7 10.2
f:股ぐり(後) 22.8 20.8 25.3 16.7
計 38.5 32.5 38 26.9
パーツ パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
前リブ 1 3 1 1
後リブ 0 0 0 1
後ろヨーク 1 4 2 2
前パンツ 2 2 2 2
後ろパンツ 2 2 2 2
後ろポケット 2 2 2 2
前ポケット 2 2 2 2
前ポケット袋布 0 2 2 2
ウエストベルト 0 2 1 3
ベルトループ 0 3 0 5
ファスナー 0 0 1 0
持出し 0 0 1 1
合計 10 22 16 23
 表13 表14のa～fは、図3のa～fの長さである。表13は、クロッチラインからの距離である。前
股上、後ろ股上ともに短いものはパンツⅡ、パンツⅣであった。股下は、パンツⅡが一番長く、パンツⅣ 
短かった。股上（前）は、パンツⅠが13.7 ㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは 3.9 ㎝の差があった。
股上（後）は、パンツⅢが19.7㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは6.1㎝の差があった。 
 パンツⅠ～Ⅳの股ぐりの長さを表 14 に示す。前後股ぐりの合計は、パンツⅣが一番短く、次いでパン5 
ツⅡが短かった。前股ぐりが一番長いのは、パンツⅠであ 後ろ股ぐりが一番長いのは、パンツⅢで 
あった。パンツⅠ、パンツⅢは前後合わせると約38㎝だった。 
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表 15 にパンツⅠ～Ⅳの脚部の周径を示す。クロッチラインから裾に向けての距離ごとに周径を比較し
た。パンツⅠは、パンツⅡ～Ⅳと比較して、クロッチラインの周径が短かった。パンツⅢと比較すると、
前後差は大きくなかった。パンツⅡは、合計した周径は、パンツⅠ～Ⅳの中でどの点でもゆとりが多かっ
た。特にひざ下から裾にかけてのゆとりに特徴があった。パンツⅢは、パンツⅠと数値が近かったが、パ
ンツⅠよりも前後の差が大きく開いていることが特徴であった。パンツⅣは、クロッチラインでゆとりを30 
確保しているが、クロッチラインから35㎝辺りからはパンツⅠと近い数値であり、脚部にフィットしてい
た。 
表 16 にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりのわたり幅を示す。図4 にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりの形状を示す。図 4 の
縦軸の目盛りは2㎝間隔であり、縦軸から左側が前側、右側が後ろ側である。パンツⅠは、前後の股ぐり
のクロッチラインからの距離が長く、特に前股ぐりは他のパンツより2㎝以上も長かった。クロッチライ35 
ンから8㎝点での前後わたり幅はパンツⅡ、Ⅲと差はほとんどなかった。パンツⅡは、クロッチラインか
ら6㎝点までは他と比べるとわたり幅が小さかった。パンツⅢは、クロッチラインより0.2㎝下から股ぐ
りがあり、クロッチライン上での股ぐりのわたり幅が他の2倍以上あった。パンツⅣは、前後股ぐりのク
a 
b 
c 
d 
e f 
前パンツ 後パンツ 
図３　股上・股下・股ぐりの位置
表12　パンツを構成するパーツ数
（単位：点）
表13　股上の長さ
（単位：㎝）
表14　股ぐりの長さ
（単位：㎝）
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パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
a:股上(前) 13.7 9.8 12.2 10
b:股上(後) 16.9 15.5 19.7 13.6
c:股下(前) 75.2 78.1 72 62
d:股下(後) 75.3 78.3 72.3 62
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
e:股ぐり(前) 15.7 11.7 12.7 10.2
f:股ぐり(後) 22.8 0.8 25.3 16.7
計 38.5 32.5 38 26.9
パーツ パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
前リブ 1 3 1 1
後リブ 0 0 0 1
後ろヨーク 1 4 2 2
前 2 2 2 2
後ろパンツ 2 2 2 2
後ろポケット 2 2 2 2
前ポケット 2 2 2 2
前ポケット袋布 0 2 2 2
ウエストベルト 0 2 1 3
ベルトル プ 0 3 0 5
ファスナー 0 0 1 0
持出し 0 0 1 1
合計 10 22 16 23
 表13と表14のa～fは、図3のa～fの長さである。表13は、クロッチラインからの距離である。前
股上、後ろ股上ともに短いものはパンツⅡ、パンツⅣであった。股下は、パンツⅡが一番長く、パンツⅣ 
は短かった。股上（前）は、パンツⅠが13.7 ㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは 3.9 ㎝の差があった。
股上（後）は、パンツⅢが19.7㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは6.1㎝の差があった。 
 パンツⅠ～Ⅳの股ぐりの長さを表 14 に示す。前後股ぐりの合計は、パンツⅣが一番短く、次いでパン5 
ツⅡが短かった。前股ぐりが一番長いのは、パンツⅠであった。後ろ股ぐりが一番長いのは、パンツⅢで 
あった。パンツⅠ、パンツⅢは前後合わせると約38㎝だった。 
                         表12 パンツを構成するパーツ数（単位：点） 
 
 10 
 
 
 
 
 15 
 
表13 股上の長さ（単位：㎝） 
 
 
 20 
                            
                           表14 股ぐりの長さ（単位：㎝） 
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表 15 にパンツⅠ～Ⅳの脚部の周径を示す。クロッチラインから裾に向けての距離ごとに周径を比較し
た。パンツⅠは、パンツⅡ～Ⅳと比較して、クロッチラインの周径が短かった。パンツⅢと比較すると、
前後差は大きくなかった。パンツⅡは、合計した周径は、パンツⅠ～Ⅳの中でどの点でもゆとりが多かっ
た。特にひざ下から裾にかけてのゆとりに特徴があった。パンツⅢは、パンツⅠと数値が近かったが、パ
ンツⅠよりも前後の差が大きく開いていることが特徴であった。パンツⅣは、クロッチラインでゆとりを30 
確保しているが、クロッチラインから35㎝辺りからはパンツⅠと近い数値であり、脚部にフィットしてい
た。 
表 16 にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりのわたり幅を示す。図4 にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりの形状を示す。図 4 の
縦軸の目盛りは2㎝間隔であり、縦軸から左側が前側、右側が後ろ側である。パンツⅠは、前後の股ぐり
のクロッチラインからの距離が長く、特に前股ぐりは他のパンツより2㎝以上も長かった。クロッチライ35 
ンから8㎝点での前後わたり幅はパンツⅡ、Ⅲと差はほとんどなかった。パンツⅡは、クロッチラインか
ら6㎝点までは他と比べるとわたり幅が小さかった。パンツⅢは、クロッチラインより0.2㎝下から股ぐ
りがあり、クロッチライン上での股ぐりのわたり幅が他の2倍以上あった。パンツⅣは、前後股ぐりのク
a 
b 
c 
d 
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�イト��要���ー�ー����(図表、��、��一��を��)全 12 �以� 
7 
 
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
a:股上(前) 13.7 9.8 12.2 10
b:股上(後) 16.9 15.5 19.7 13.6
c:股下(前) 75.2 78.1 72 62
d:股下(後) 75.3 78.3 72.3 62
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
e:股ぐり(前) 15.7 11.7 12.7 10.2
f:股ぐり(後) 22.8 20.8 25.3 16.7
計 38.5 32.5 38 26.9
パーツ パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣ
前リブ 1 3 1 1
後リブ 0 0 0 1
後ろヨーク 1 4 2 2
前パンツ 2 2 2 2
後ろパンツ 2 2 2 2
後ろポケット 2 2 2 2
前ポケット 2 2 2 2
前ポケット袋布 0 2 2 2
ウエストベルト 0 2 1 3
ベルトループ 0 3 0 5
ファスナー 0 0 1 0
持出し 0 0 1 1
合計 10 22 16 23
 表13と表14のa～fは、図3のa～fの長さである。表13は、クロッチラインからの距離である。前
股上、後ろ股上ともに短いものはパンツⅡ、パンツⅣであった。股下は、パンツⅡが一番長く、パンツⅣ 
は短かった。股上（前）は、パンツⅠが13.7 ㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは 3.9 ㎝の差があった。
股上（後）は、パンツⅢが19.7㎝と一番長く、一番短いパンツⅣとは6.1㎝の差 あった。 
 パンツⅠ～Ⅳの股ぐりの長さを表 14 に示す。前後股ぐりの合計は、パンツⅣが一番短く 次いでパン5 
ツⅡが短かった。前股ぐりが一番長いのは、パンツⅠであった。後ろ股ぐりが一番長いのは、パンツⅢで 
あった。パンツⅠ、パンツⅢは前後合わせると約38㎝だった。 
                         表12 パンツを構成するパーツ数（単位：点） 
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表 15 にパンツⅠ～Ⅳの脚部の周径を示す。クロッチラインから裾に向けての距離ごとに周径を比較し
た。パンツⅠは、パンツⅡ～Ⅳと比較して、クロッチラインの周径が短かった。パンツⅢ 比較すると、
前後差は大きくなかった。パンツⅡは、合計した周径は、 Ⅰ～Ⅳの中でどの点でもゆとりが多かっ
た。特にひざ下から裾にかけてのゆとりに特徴 あった。パンツⅢは、パンツⅠと数値が近かったが、パ
ンツⅠよりも前後の差が大きく開いていることが特徴であった。パンツⅣは、クロッチラインでゆとりを30 
確保しているが、クロッチラインから35㎝辺りからはパンツⅠと近い数値であり、脚部にフィットしてい
た。 
表 16 にパンツⅠ～Ⅳの股ぐりのわた 4 に 形状を示す。図 4
縦軸の目盛りは2㎝間隔であり、縦軸から左側が前側、右側が後ろ側である。
のクロッチラインからの距離が長く、特に前股ぐり 他のパ 2㎝以上35 
ンから8㎝点での前後わたり幅はパンツⅡ、Ⅲと差はほとんどなかった。パン
ら6㎝点までは他と比べるとわたり幅が小さかった。パンツⅢは、 0.2
りがあり、クロッチライン上での股ぐりのわたり幅が他の2倍以上あった。パンツⅣは、前後股ぐりのク
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和洋女子大学紀要　第61集88
があり、クロッチライン上での股ぐりのわたり幅が他の2倍以上あった。パンツⅣは、前後股ぐりのクロッ
チラインからの距離が近く、クロッチラインから2㎝、4㎝、6㎝点での前股ぐりのわたり幅が一番長かった。
パンツⅠは、パンツⅢと股ぐりの形状が似ているが、クロッチライン付近での股ぐりが狭い点と前股ぐ
りの高さが高い点に特徴があった。前股ぐりの位置が高いため、膨らんだ腹部を圧迫することが考えられ
た。パンツⅡは、前股ぐりの位置が低く、8㎝点では他と比べてわたり幅も大きいが、他と比べて股ぐり
底のわたり幅は少ない。股ぐり底のゆとりが少ないため、窮屈さを感じると考えられた。パンツⅢは、股
ぐりが他と比べて深く、クロッチライン上でのわたり幅が他の2倍以上あった。股ぐりを底から包み込む
ような形状である。パンツⅣは、股ぐりと腹部のゆとりが他のパンツに比べ大きいことに特徴があった。
膨らんだ腹部に対応するゆとりがあると考えられる。岡部ら5が、妊婦の人体形状の分析から妊娠中期か
ら後期に前ウエスト位が高位となり、股上前後長が長くなることを明らかとしており、本研究でも股上前
後長の確保の必要性が確認できた。
表15　パンツの周径の比較
（単位：㎝）
表16　パンツの股ぐりのわたり幅の比較
（単位：㎝）
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
�イト��要��������本�(�表、��、��一��を�む)全 12 �以� 
8 
 
ロッチラインからの距離が近く、クロッチラインから 2 ㎝、4 ㎝、6 ㎝点での前股ぐりのわたり幅が一番
長かった。 
 パンツⅠは、パンツⅢと股ぐりの形状が似ているが、クロッチライン付近での股ぐりが狭い点と前股
ぐりの高さが高い点に特徴があった。前股ぐりの位置が高いため、膨らんだ腹部を圧迫することが考えら
れた。パンツⅡは、前股ぐりの位置が低く、8 ㎝点では他と比べてわたり幅も大きいが、他と比べて股ぐ5 
り底のわたり幅は少ない。股ぐり底のゆとりが少ないため、窮屈さを感じると考えられた。パンツⅢは、
股ぐりが他と比べて深く、クロッチライン上でのわたり幅が他の2倍以上あった。股ぐりを底から包み込
むような形状である。パンツⅣは、股ぐりと腹部のゆとりが他のパンツに比べ大きいことに特徴があった。
膨らんだ腹部に対応するゆとりがあると考えられる。岡部ら 5が、妊婦の人体形状の分析から妊娠中期か
ら後期に前ウエスト位が高位となり、股上前後長が長くなることを明らかとしており、本研究でも股上前10 
後長の確保の必要性が確認できた。 
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Ｃ.Ｌから
の距離
前 後 周径 前 後 周径 前 後 周径 前 後 周径
0 22.8 26.7 49.5 24.8 30.8 55.6 22.4 28.8 51.2 24.9 30 54.9
10 19.2 26.9 46.1 20.5 27.6 48.1 17.8 25.9 43.7 20.6 26.9 47.5
20 17.1 22.3 39.4 18 24.7 42.7 15.1 22.1 37.2 17.7 22.1 39.8
30 15.1 19.9 35 16.1 22.2 38.3 13.2 20 33.2 16.1 19.7 35.8
35 14.5 19.2 33.7 15.7 21.6 37.3 12.5 19.5 32 15.3 18.9 34.2
50 13.2 17.4 30.6 14.5 20.4 34.9 12 18.2 30.2 14.1 17 31.1
55 12.8 16.9 29.7 14.1 20.2 34.3 11.8 17.8 29.6 13.7 16.4 30.1
60 12.5 16.8 29.3 13.9 20 33.9 11.5 17.5 29 13.5 15.9 29.4
70 11.6 17.1 28.7 13.4 19.4 32.8 11.3 16.9 28.2 ー ー ー
パンツⅣパンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ
前 後 計 前 後 計 前 後　 計 前 後 計
-0.2 0 1.4 1.4
-0.1 0 1.6 1.6
0 0 2.6 2.6 0 1.1 1.1 0.8 5 5.8 1 0.8 1.8
2 3.3 7.2 10.5 2.8 5.3 8.1 3.2 7.5 10.7 4.1 5.5 9.6
4 4.5 8.8 13.3 4.7 7.2 11.9 4.2 8.6 12.6 5.3 7.5 12.8
6 5.3 9.9 15.2 6 8.5 14.5 5.1 10 15.1 6.4 9 15.4
6.4 6.6 9.3 15.9
8 6.1 10.9 17 7.1 9.8 16.9 6 11.3 17.3 — 10.5
8.3 7.3 10 17.3
9.8 6.8 11.5 18.3
9.9 — 12
10 6.9 12 18.9 — 11 — 11.6
12 7.7 12.9 20.6 — 12.3 — 12.5
12.1 7.8 13 20.8
14 — 13.9 — 13.5 — 13.4
14.1 — 13.6
14.7 — 14.2
15.8 — 14.1
16 — 14.2
パンツⅠ パンツⅡ パンツⅢ パンツⅣＣ.Ｌから
の距離
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図４　パンツの股ぐりの形状
４　まとめ
着用評価と型紙比較の結果からパンツⅠ～Ⅳについてまとめる。パンツⅠは、腹部の圧迫感が強い点、
着用中にずり落ちる点、着脱の難しさ、腹部への安定感の無さや腹部周りの付属品の不快感についての指
摘が多かった。型紙の形状は、パンツ部分の前股ぐりが長く、突出した腹部をパンツ生地で覆っている部
分があること、クロッチラインの長さが短いことが伸縮性の高い生地ではあるが動作時に運動量のゆとり
がないことで腹部への圧迫を感じさせたと予想した。構成しているパーツ数が少なく、脚部は密着してい
るが支点がないためパンツのずり落ちが生じたと考えられた。パンツⅡは、腹部のクロス部分の締付け感
が強い点、生地の伸縮性は少なくゆとりのあるシルエットだが動きにくい点や見た目について指摘があっ
た。他のパンツと比べ伸縮性の低い生地を使用していたこと、ゆとりを多く入れた型紙であることが着用
評価に大きく影響していたと考えられる。パンツⅢは、腹部の圧迫感が少なく腹部が安定しているという
点で評価が一番高かった。着脱のしやすさやずり落ちが少ない点も評価が高かった。型紙の形状は、前股
ぐりがクロッチラインから9.8㎝の距離だったが、クロッチライン上で5.8㎝の股ぐりわたり幅を確保して
いた。そのため、下腹部から膨らむ腹部を包み込むゆとりがあったと考えられた。また、後ろ中心にゴム
が入ったベルトと後ろ股上が高い位置に設定してあることでパンツを支える支点となりずり落ちが少な
かったと考えられる。パンツⅣは、腹部の圧迫感が少ない点、着脱のしやすさで評価が高かった。型紙の
形状は、前後股ぐりのクロッチラインからの距離が一番短く、前股ぐりわたり幅は他より長かったことが
腹部の圧迫感を軽減したと考えられた。また、クロッチラインの周径も54.9㎝あり、後ろヨークも無い
ため、着脱時にウエスト部に大きな力を掛けずに十分な開きを確保できたと考えられた。
マタニティパンツの着用評価を高めるには、前股上の長さを短く設定すること、前股ぐりのわたり幅に
十分なゆとりをもたせること、股ぐりの底もしくはクロッチライン付近で十分なわたり幅を確保すること
の3点を考慮する必要性が考えられた。
５　おわりに
前報においてマタニティパンツの着用評価の差は腹部切替線のデザインの違いによって生じるのではな
いかと予想したが、本研究で腹部切替線の位置と股ぐりの形状が着用評価に影響している可能性が示唆さ
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着用評価と型紙比較の結果からパンツⅠ～Ⅳについてまとめる。パンツⅠは、腹部の圧迫感が強い点、15 
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摘が多かった。型紙の形状は、パンツ部分の前股ぐりが長く、突出した腹部をパンツ生地で覆っている部
分があること、クロッチラインの長さが短いことが伸縮性の高い生地ではあるが動作時に運動量のゆとり
がないことで腹部への圧迫を感じさせたと予想した。構成しているパーツ数が少なく、脚部は密着してい
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かったと考えられる。パンツⅣは、腹部の圧迫感が少ない点、着脱のしやすさで評価が高かった。型紙の
形状は、前後股ぐりのクロッチラインからの距離が一番短く、前股ぐりわたり幅は他より長かったことが
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れた。しかし、調査対象者の人数が少なく、統計的な解析等は行えなかった。また、調査で着用評価時に
動作の指定をしなかったことや、使用した既製品のサイズや仕様が異なっていたことも比較を困難にして
しまった要因だと考えられる。
本研究では、パンツ設計にあたって次の点に考慮することが考えられた。まず、身体的特徴に差があっ
ても共通した評価の傾向を得ることができ、しゃがむ、座る、着脱の動作がしやすいことと腹部への安定
感があることが評価を高め、腹部への圧迫感やずり落ちが評価を低くするということである。次に、経時
的に膨張する腹部に対しては、内側の付属品の位置を検討することである。そして、腹部をリブで切り替
えたデザインでは、パンツの前股上を短く設定すること、もしくは前股ぐりのわたり幅に十分なゆとりを
もたせること、股ぐりの底もしくはクロッチライン付近で十分なわたり幅を確保することである。これら
の点を考慮しパンツ設計を行うことで、動作の際に圧迫感を感じにくくすることができると考える。今後
は妊娠中の女性のサイズや体型を三次元人体計測等の科学的数値から衣服圧やゆとり量の検討を行い、マ
タニティパンツの試作を行う予定である。
この研究は、一般社団法人日本家政学会第71回大会でポスター発表を行った内容に加筆したものであ
る。
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